
 

 

 

 

 
 

 

夏休みの短縮と「二期制」の導入について 
 

 ５月１８日・１９日の二日間、いわき海浜自然の家で５年宿泊学習を行いました。 
 新型コロナウイルス感染症防止対策を徹底しながら、充実した活動に取り組むことができました。
二日間の５年の子どもたちの様子をお伝えします。 

 自然の家に到着後、出会いの集いを行い、さっそく砂浜に移動！ 最初の活動は、班のみんなで力
を合わせて作品づくりを行う砂の芸術です。それぞれの班が素敵な作品を完成させました。 

      

      

 時間を忘れるほど熱中したのが、釣り・磯遊びです。子どもたちは、釣りの仕方を教え
てもらったり、水の中の生き物を探したりして、充実した時間を過ごしました。 

       

 １日目の最後の活動はナイトハイキングでした。班のみんなで協力して進みました。 

２日目は、野外炊飯に取り組みました。食材を切る、火をつける、味を付ける、盛り付けるなど、

班の仲間で協力して活動しました。子どもたちで作った焼きそばはとてもおいしくできました！ 

     

 宿泊学習での最後の活動は、いわき震災伝承みらい館での学習です。 
 東日本大震災から１１年。東日本大震災を知らない子どもたちだからこそ、
私たちが住む福島県や宮城県などに起こった大きな災害を知るとともに、防
災・減災を考えていくことは、貴重な学びの場になりました。 

     

 
宿泊学習を実施するにあたり、子どもたちの体調管理や準備等、大変お世話になりました。保護者

の皆様のご協力に、心より感謝申し上げます。
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